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大
地
震
が
起
こ
る
と
、
建

物
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
を

は
じ
め
、
沿
岸
部
の
津
波
、

山
間
部
の
土
砂
崩
れ
、
低
湿

地
や
砂
地
盤
の
地
域
で
は
液

状
化
現
象
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
が
発
生
す
る
。

１
０
０
年
前
の
関
東
大
震

災
で
は
、
南
関
東
か
ら
東
海

地
域
に
及
ぶ
広
い
範
囲
で
被

害
が
発
生
し
、
全
潰
全
焼
流

出
家
屋
は
29
万
３
３
８
７

戸
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は

10
万
５
０
０
０
人
以
上
、
こ

の
う
ち
火
災
に
よ
る
死
者
は

全
体
の
９
割
に
上
る
。
火
災

で
発
生
す
る
竜
巻
状
の
渦

「
火
災
旋
風
」
が
起
き
、
急

速
か
つ
広
範
囲
が
延
焼
。
地

震
に
伴
う
土
砂
災
害
や
津
波

の
襲
来
も
あ
っ
た
が
、
大
規

模
な
火
災
の
印
象
が
強
く
残

る
こ
と
と
な
っ
た
。

宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
東
北
か
ら
関
東
地

方
に
か
け
て
の
太
平
洋
側
を

巨
大
な
津
波
が
襲
っ
た
。
ま

た
東
京
湾
岸
地
域
で
は
、
液

状
化
現
象
に
よ
り
大
き
な
被

害
が
出
て
い
る
。
太
平
洋
側

で
援
助
物
資
の
輸
送
路
が
寸

断
さ
れ
、
日
本
海
側
か
ら
の

ル
ー
ト
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

県
内
で
起
き
た
主
な
地
震

と
し
て
、
１
９
６
４
年
の
新

潟
地
震
、
２
０
０
４
年
新
潟

県
中
越
地
震
、
07
年
新
潟
県

中
越
沖
地
震
が
あ
る
。
新
潟

地
震
で
は
、
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
で
の
火
災
発
生
や
液

状
化
に
よ
る
住
宅
倒
壊
、
津

波
に
よ
る
浸
水
被
害
も
確
認

近
年
の
降
雪
は
、
降
雪
日

数
が
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
１
日
当
た
り
の
量
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
局
地

的
、集
中
的
に
降
る
こ
と
で
、

災
害
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

る
。
２
０
２
２
年
12
月
の
記

録
的
集
中
降
雪
で
は
、
長
岡

市
と
柏
崎
市
で
１
時
間
当
た

り
４
〜
９
㎝
の
強
い
降
雪
が

10
時
間
程
度
継
続
。
19
日
の

日
降
雪
深
は
、
長
岡
で
観
測

史
上
第
３
位
、
柏
崎
で
は
観

測
史
上
最
大
を
38
年
ぶ
り
に

記
録
し
た
。
長
岡
市
、
小
千

谷
市
の
国
道
８
号
、
17
号
で

は
約
33
㎞
区
間
で
約
１
０
０

台
の
車
両
が
滞
留
。
柏
崎
市

の
国
道
８
号
で
は
約
22
㎞
区

間
に
８
０
０
台
余
り
の
車
両

が
立
ち
往
生
し
た
。

気
象
、
防
災
、
道
路
管
理

に
関
わ
る
７
機
関
が
今
冬
の

降
雪
の
特
徴
や
雪
氷
対
策
を

振
り
返
る
雪
速
報
会
（
22
〜

23
）で
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
は
、

高
速
道
路
の
通
行
止
め
に
よ

り
、
車
両
が
国
道
へ
流
入
し

滞
留
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を

受
け
、
ラ
ン
プ
登
坂
部
へ
の

融
雪
・
消
雪
パ
イ
プ
設
置
を

拡
大
し
、
雪
に
強
い
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
環
境
整
備

を
進
め
る
考
え
を
示
し
た
。

さ
れ
て
い
る
。
中
越
地
震
で

は
、
住
宅
倒
壊
や
震
源
が
中

山
間
地
域
だ
っ
た
た
め
、
崖

崩
れ
が
起
こ
り
、
生
活
道
路

寸
断
に
よ
る
集
落
の
孤
立
、

河
道
閉
塞
に
よ
る
浸
水
被
害

な
ど
が
発
生
。
そ
の
３
年
後

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
爆
弾
低
気

圧
、
線
状
降
水
帯
―
。
２
０

０
０
年
代
に
入
り
、
よ
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
象

に
関
す
る
言
葉
だ
。
近
年
の

気
象
状
況
の
特
徴
を
表
し
て

お
り
、
日
本
各
地
で
毎
年
、

集
中
豪
雨
・
局
地
的
大
雨
に

よ
る
河
川
氾
濫
や
内
水
被
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
気
候
変
動
の
影
響
を
考

慮
し
た
対
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。村

上
市
、
関
川
村
、
胎
内

市
、
阿
賀
町
な
ど
県
北
地
域

を
中
心
と
し
た
22
年
８
月
３

日
か
ら
の
大
雨
で
は
、
広
範

囲
な
家
屋
浸
水
、堤
防
損
傷
、

河
道
埋
塞
、
道
路
崩
落
や
土

石
流
と
い
っ
た
被
害
が
あ
っ

た
。
線
状
降
水
帯
に
よ
る
非

常
に
激
し
い
雨
が
同
じ
場
所

で
降
り
続
き
、
関
川
村
下
関

で
観
測
し
た
時
間
最
大
雨
量

１
４
９
㎜
は
気
象
庁
観
測
所

で
県
内
観
測
史
上
最
大
値
を

記
録
。
県
北
地
域
で
は
羽
越

水
害
を
教
訓
に
河
川
、ダ
ム
、

砂
防
事
業
に
取
り
組
み
、
対

策
を
進
め
て
き
た
が
、
想
定

を
上
回
る
雨
量
が
新
た
な
被

害
を
引
き
起
こ
し
た
。

国
が
所
管
す
る
荒
川
本
川

に
は
、
柏
崎
市
を
中
心
と
す

る
中
越
沖
地
震
が
起
こ
り
、

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
も

被
災
。
被
害
は
安
全
機
能
に

影
響
の
な
い
事
象
に
と
ど

ま
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
県

民
に
不
安
を
与
え
た
。

地
震
に
よ
る
災
害
は
地
域

特
性
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。

過
去
の
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
、
よ
り
実
状
に
合
っ
た
効

果
の
高
い
耐
震
化
、
道
路
整

備
、
都
市
計
画
が
求
め
ら
れ

る
。

で
は
、
低
水
路
部
の
護
岸
復

旧
工
事
に
着
手
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
作
を

開
始
し
た
。
県
で
も
管
理
す

る
河
川
の
応
急
対
策
工
事
を

昨
年
ま
で
に
完
了
。
被
災
し

た
市
町
村
で
も
復
旧
工
事
を

進
め
て
い
る
が
、
予
算
や
人

員
に
限
り
が
あ
る
中
で
、
国

や
県
に
は
地
域
の
実
状
に

合
っ
た
対
応
が
強
く
求
め
ら

れ
る
。

ま
た
都
市
水
害
と
も
い
わ

れ
る
内
水
被
害
も
毎

年
県
内
で
発
生
し
て

い
る
。
対
策
と
し
て

雨
水
管
渠
や
雨
水
貯

留
槽
な
ど
が
有
効
と

さ
れ
、
各
地
で
整
備

が
進
む
。
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
多

い
新
潟
市
で
は
ポ
ン

プ
施
設
、
雨
水
バ
イ

パ
ス
の
建
設
を
進
め

て
お
り
、
７
月
６
日

に
は
、
中
央
区
幸
西

ポ
ン
プ
場
建
設
予
定

地
で
地
下
ト
ン
ネ
ル
雨
水
管

の
掘
削
機
発
進
式
が
行
わ
れ

た
。
三
条
市
で
は
度
重
な
る

道
路
の
冠
水
や
住
宅
の
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
雨

水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
調

整
池
の
整
備
を
推
進
。
見
附

市
で
も
、
駅
周
辺
地
域
の
浸

水
対
策
と
し
て
駅
前
駐
車
場

の
新
設
に
合
わ
せ
地
下
に
貯

留
槽
を
設
置
す
る
な
ど
、
県

内
各
地
で
地
域
特
性
に
応
じ

た
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

貢 献 す る 建 設 産 業 界
（順不同）

今
年
は
「
防
災
の
日
」
制
定
の
由
来
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
。１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
起
こ
っ

た
こ
の
地
震
は
、
東
京
と
そ
の
周
辺
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
は
世
界
で
発
生
し
た
巨
大
地
震

の
約
２
割
が
集
中
す
る
地
震
大
国
。
こ
の
１
０
０
年
の
間
に
も
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
人
々

の
記
憶
に
残
る
大
地
震
が
発
生
し
、
日
本
の
災
害
対
策
と
都
市
計
画
に
対
す
る
認
識
を
変
え
る
契
機
と
な
っ
て
き

た
。
ま
た
国
土
の
７
割
を
森
林
が
占
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
半
面
、
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
の
脅
威
に

も
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
近
年
は
気
候
変
動
の
影
響
か
ら
、
災
害
の
さ
ら
な
る
激
甚
化
、
頻
発
化
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
災
害
を
教
訓
に
、
よ
り
強
靱
で
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
の
基
盤
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
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発生年月日 地震名 （Ｍ）

1923年9月1日 関東大震災

1925年5月23日 北但馬地震

1927年3月7日 丹後地震

1930年11月26日 北伊豆地震

1933年3月3日 昭和三陸地震

1943年9月10日 鳥取地震

1944年12月7日 東南海地震

1945年1月13日 三河地震

1946年12月21日 南海道地震

1948年6月28日 福井地震

1964年6月16日 新潟地震

1965年8月3日 松代群発地震

1968年2月21日 えびの地震

1968年5月16日 十勝沖地震

1983年5月26日 日本海中部地震

1993年7月12日 北海道南西沖地震

1995年1月17日 阪神・淡路大震災

2000年10月6日 鳥取県西部地震

2001年3月24日 芸予地震

2004年10月23日 新潟県中越地震

2007年3月25日 能登半島地震

2007年7月16日 新潟県中越沖地震

2008年6月14日 岩手・宮城内陸地震

2011年3月11日 東日本大震災

2011年3月12日 長野県北部地震

2016年4月14日 熊本地震

過去100年に発生した主な地震

局
地
的
・
集
中
的
な
降
雪
に
警
戒

気
候
変
動
考
慮
し
た
雨
対
策
を

震
災
の
教
訓
を
忘
れ
る
な

関係７機関が今冬の雪氷対策を振り返った

土砂崩れが発生した荒川頭首工付近

ま
れ
変
わ
っ
た
。


